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飯 田,下伊那地 区 には,先住 民族 の生 存生 活 に よる古代遺 跡地 が多 く,

特 に竜丘地 区 にお け る古墳や遺 跡地 は数 多 く分布 し今迄 の発掘調査 におい

て も貴重 な遺物 が出土 し,古代文化 のす ば ら しさに感慨 をおぼ え る。

又 中央 自動 車道 路事業 に ともな う通過地 の埋蔵文化財 包蔵地調査 も完 了

し出土 した遺 物 は多数 にのぼ り, これ等 出土 品 を保 存,学術調査研 究等 に

資す るため,飯 田市考古資料館 を建 設 す るにあた り,そ の建 設地 を竜丘上

川路 開善 寺境 内 に求 め事 前発掘調査 をす るに至 った。

この遺 跡 は,開善寺境 内遺 跡登録 3923号地 で,土地所有者橋 本玄進 氏 の

ご理解 と,調査 団長佐藤甦 信 氏,調査主任遮那 藤麻 呂,調査 員今村正 次 ,

片桐孝 男の諸 氏の労 を謝 し,指導 に当 られ た大沢和夫,県指導主事今 村善

興両 氏 の方 々 に もお礼 申 し上 げ ます。

尚図版 や写真 の ほか出土 品の保 存 に佐藤氏 の並 々な らぬ御 骨折 に対 し敬

意 を表 し厚 く御ネL申 し上 げ ます。

日召禾日49」午 3月

飯 田 市 教 育 長

俊勝亀矢
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開 善 寺 境 内 遺 跡

遺跡は長野県飯 田市上川路に所在 し,そ の中心 となるのが開善寺である。上川路は旧村竜丘の南端 に

あって久米川 を境 に南は飯 田市川路に接 し,飯 田市街地 より南 6腸,国鉄天竜峡駅 より北2.3腸 の 距離

にある。竜丘地区は東は天竜川の花同岩 を刻 みこんだ深い渓谷により,天竜川に接す るというものの沖

積低地 は時又の一部 と,上川路面の僅 かであ り,大部分が洪積期の台地か らな り,東か ら西 に次第に高

まっている段丘地形が発達 している。開善寺の北 は,す ぐ段丘崖 となってこの上 に舌状 に東西 にのびる

低位の洪積 台地 とな り, この北 を流れ る自井 川 を隔 てて塚 原古墳群のある塚原台地 とな り,駒沢川によ

って切 られ,小池, さらに一段高い桐林段丘面 とな り,高位段丘の自井原面へ と続 く。西 は開善寺 山の

緩い傾斜面 をなす段丘崖 が山 となってお り, この上 は飯 田市中村の台地面が展開 している。久米川 を越

えた西イ員」も小高い丘陵が続いて飯 田市伊豆木 となる。南は天竜川の支流久米川 を隔てて, また東は最低

位の沖積段丘面 となって飯 田市川路地区 とな り,東 を天竜川が南流 して天竜峡の渓谷の入口に至 る 2腸

の間は天竜川氾濫原の水害地帯が開けている。

天竜川は竜丘地区に入 って深い渓谷 とな り,時又の南端 で渓谷は終わ り, さらに天竜峡の渓谷に入っ

てい く。 このため, この 2揚の間は常 に水害 に見舞われ,洪水 によって湛 えられた土砂の堆積が長期に

わたって繰 りかえされ,沖積段丘 を形成 している。開善寺付近 では,天竜川 と支流久米川の洪水堆積が

深 さ180のにおよび, この下層 は砂 層 とな り,久米川の 旧流路 とみ られ るものである。

遺跡は開善寺周辺の南北200π ,東西400%の平坦面 で標高385%,伊那 谷の 第 9段丘面 にあ り,天竜

川への距離 は約800%, その比高差 は15π を測 る。開善寺 はこの平坦面の北端 にぁ り,そ の後には低 い

段丘崖 を背負っている。開善寺鐘楼 より東70%の 山裾 に接 した40022が今 次 発掘調査 地点であるも

開善寺境 内 よりは,表採 または耕作 中の出土であるが組文中期,弥生後期,古墳時代か ら平安時代 に

いたる遺物が多 くみ られてお り,特に奈良時代の古瓦の出土が注 目され, また鉄斧,紡錘車の出土 もみ

ている。 また,周辺 をみ ると遺跡の西端 には長野県指定の御猿堂古墳,馬背塚古墳の前方後円墳 があ り

北 には自井川 を越 えた台地上 に塚 原古墳群 がある。久米川 をこえたす ぐ西には花御所古墳群,南には正

清寺古墳群 があ り,正清寺古墳 は飯亭地方最低位の標高370%の 天竜 川氾 濫 に面 した前方後円墳 である。

正清寺古墳 よリー段高い洪積段L面 には縄文前期の今洞遺跡が指呼の間にある。北方の臼井段丘の南裾

には駒沢川に面 して宮洞,河内洞,小臼井,堤洞の須恵器の桐林古窯址群 があ り,東の天竜川の対岸の

山裾 に御殿 田古窯址群 が望 まれる。駒沢川の北 に古墳時代の集落址小池″ゞあ り, さらに一段高レl段丘面

に前の原遺跡があ り,縄文 中期,古墳時代の集落址である。前の原面の西端部 には飯口地方の最 も古い

前方後円墳 とされ る兼清塚 があ り, この北方の一段高 い段丘面に前林廃堂址がある。

開善寺 は飯伊地方の禅寺 として最 も古 いものの一つである。鎌倉時代,伊賀良庄地頭北条江馬氏 によ

って開禅寺 が大鑑禅師 を開山 として創建 され,北条氏滅亡後,信濃国司小笠原貞守 によって開善寺 とし

て存置継承 され,寺運 を高めた もの とみ られているな

かつては七堂伽藍,東西両班の僧坊をもち,小笠原氏の道場であり,室町幕府によって十刹に列され
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図 1 遺跡付近地形図及び周辺の関連遺跡

た名刹 であ る。

明応 8年 (1499)に 火災 にあい,「七堂 悉焼亡 唯 山門存 夫」 と,山 門一字 を残 して七堂 すべ てが焼失

して い る。永正 3年 (1506)に も火災 にあ」ξ: その後小笠 原氏の内証,分裂 に よる勢 力の衰 退 に よ り寺

運 も衰 え,荒廃 に傾 く事 態 にいたった。天文 10年 (1541)武 田信 玄の援助 に よって,信玄 と親交 の あ っ

た速伝不日尚が住持 とな り復興 にあた り, 1日 観 に復 J「 るにいた ちている。 しか し, 天正 10年 (1582)織 田

信長 の信 濃侵 入の際 に兵 火 に遭 ってい る。

山門 を除 き,現在 の建造物 は江戸時代 に再建 され た もの で,元禄 11年境 内絵 図写 しに よる と現 在 とほ

ぼ同 じ建 造物 がみ られ,さ らにかつ てあった堂宇 跡 が印 され,そ の規模 の大 きさを うかが うこ とが で き

る。 山門 は重要文化財 ,鐘楼 は重要 美術 品 に指定 されてい る。
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注 1  下伊那 史第 5巻

注 2  開善寺常住録

注 3  開善寺常住録   永正 三年十 月十六 日 小笠原金吾 (信貴 )兵 を伊賀良庄 に挙 て火 を村 邑に放 つ。独 り

当山門のみ依 然残存 す。

注 4  開善寺常住録   天正 十年織 田氏の軍伊那郡 に入 り,開善寺 に於 て兵糧 を徴発す。此時山門に屯集す る

土豪等命 を奉ぜ ず織 田の兵怒 りて諸堂 を焼 く。然れ ども山門のみ事 な きを得 た り。

Ⅱ 発 掘 調 査 経 過

昭和 48年度 範囲市町村広域事 業 として,考古 資料館 が飲 田市 に建 設 され るこ とが決定 し, これ に よ り

市立飯 田考 古資料館 として開善寺境 内 に建 設 され る運 び とな った。 この用地 は もとよ り開善寺境 内遺跡

の一部 であ り, この ため飯 田市教育委 員会 が工事 前 に用地 内400π2に つ い て発 掘調査 す るこ とにな った

のが,本次調査 であ る。

発 掘 調 査 日 誌

10月 66日 (く も り)午 前 中作業。器材運搬 ,テ ン ト張 り, グ リッ ド図 を作 成 す る。 グ リッ ドは 2π

× 2つ の西 か ら東へ a～ h,南 か ら北へ 1～ 14を 設定 す るこ とに した。

10月 8日 (く も り 。晴 )飯 田市教育委 員長橋 本玄進 氏の挨拶 が あ り,作業 にかか る。 グ リッ ド設定

g,e列 グ リッ ド調査 にかか る。表土下 全面 に堅 い面 が あ り,中世 陶器 片の出土 をみ る。

10月 9日 (晴 ) g列 グ リッ ドに配列石 を検 出,金環 の出土 をみ る。 中世建 造物跡 とみ る もので;開

善寺古 図 に よる と梅宅 軒跡 とあ る位置 に一致 す る。 e3グ リッ ドを掘 り下 げ調査 ,深 さ90物 の黒褐 色土

層 に土師器 ,須 恵器 ,灰釉陶器 片の出土 をみ, これ よ り下 に遺物 はな くな り,深 さ180の で 白 い砂 層 と

な り,久米川 の古 い堆積 とみ られ る。

10月 10日 (晴 )調 査休 み。午前 中ブル トーザーで全面 の表土排 除 を行 な う。

10月 11日 (晴 ) ブル トーザー排土跡 の整理 ,全面 に炭灰 を含 む面 が拡 が る。 f・ g5～ 8グ リッ ド

に方形 とな る配石遺構 Iを 検 出,配列石 の調査 ををす。

10月 12日 (く も り)全 面 の排土作業,配石遺構 Ⅱ,柱穴列 を検 出す る。配石遺構 I,配 列石 の実測

にかか る。     |

10月 13日 (雨 とな り,午前中で作業打切 る)配 石遺構 Ⅱの検出作業。

10月 14日 (く もり 。晴 )配 石遺構 Ⅱの調査,配石遺構 Iの上部 の石 を除 き調査。 ジャ リ詰 ピッ トを

検出,東半分 を切 り調査。中世陶片,布 目瓦の出土 をみる。 a7グ リッ ドに炭化米の多 くと洪武通宝 1

を検出する。               I
10月 15日  休み

10月 16日 (晴 )全 面の清掃,写真撮影:柱大群の検出調査, g10～ 12グ リッ ドの落 ちこみ部の調査

土師器,須恵器片の多 くの出土 をみるが遺構検出で きず。

10月 17日 (雨 )休 み

10月 18日 (晴 ) g10～ 12グ リッ ドの落 ちこみ音陶ま自然地形 による傾斜 をな し, 遺構 とは認め られな

い ものであ つた。配石遺構 Iの 上部の石 を除 ぎ調査,長方形 に内.部 に面 を向ける配石 となるが,性格は



不明。柱A~群の調査。内部 に木炭 を多 く含み,中世陶片,常滑甕片の多 くが入 る柱穴 もみ られる。

10月 19日  休み

10月 20日 (晴 )全 体測量,配石遺構 I下部の実測。ジャ リ詰 ピッ トの西半分の調査,内部 よりの陶器

片多 し。

10月 21日 (晴 )配 石遺構 Iの最下部 の調査。 2こ の方形石囲いとなる。実測,写真撮影。テ ン トを

撤収,現場 での調査 を終了す る。         /

その後工事中,排水溝作業中土師器の多 くの出土 をみる。

遺物,図 の整理 をな し,報告書の作成 にかか る。

調 査 結 果

|.遺 構 (図 2・ 3)

発掘調査によって発見された遺構は,配列石,配石遺構,集礫群,柱穴群,礫詰土城等がある。これ

ら遺構の位置は開善寺古図 (図 13)に よれば梅宅軒跡にゎたる。しかし,遺構からみて, その建造物跡

を正確に把握できる状態ではなく, また,何回かの建替が行なわれたことが看取された。

(|)配列石 (図 2)

用地 の東端 に南北方 向 に並 ぶ配石 で図 2の 断面 A― B, c― Dの 列石 であ る。人頭大 か ら一抱 え大 の

石 をA一 Bは 西 に, C― Dは 東 に面 を向 けてい るが,A一 Bは 間の石 が はず されてお り,北側 も失 って

い る。 また C― Dは北側 の二部 を残 すのみ とな ってい るが,雨落溝 とみ られ るもの で,建造物 の東端 を

なす と考 え られ る。

(2)配石遺構

ア,配石遺構 I(図 2・ 4・ 5)

配列石 の西側 に接 し,上部 (図 2)は 5.80%× 2.30π の長方形 に人頭 大 か ら一抱大 の石 を不規 貝Jに 並

べ た もの であ り,外周 をなす石 の配列 か らみ る と内側 に面 を向 け る もの とみ られ る。上部 の浮石 を除 く

と図 4の ように北側 は2.7770× 2.2π の方形 に,石 の面 は内側 に向 く石 囲 い をな し,南側 は上部 とほぼ同

じ不規 則 な配石 をなす。 さ らに この下部 は4.8π ×2.2π の長方形 の内側 に面 を向 け る石 囲 い (図 5)と
な り,中央 よ り南 に寄 って東西方 向の列石 'に よ り,南北二つ に区切 られ る石囲 とな ってい る。北側 の石

囲 いの中央 に浅 い掘 り凹みがあ り,内部 に炭 。灰 を僅 かに検 出 してい る。 これが石 囲 い と関連 す るか
,

時間的差 の あ るかは不 明 である。石 囲 いの形 態 か らみ る と「 いろ り」 とみ られ るが,そ れ を断定 す るに

はいた らなか った。

イ, 酉己アゴ走彗右写II ([コ 2)

用地 の西端部 に発見 され た土 台石 の配石 の下部 とみ られ,配石 Iと 同方 向 をさ してい るが,配石 の列

は原形 を とどめ ていない。北 2π ～ 4π の間 に炭化 米 と洪武通宝 1こ の出土 をみて い る。
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(3)集礫群 (図 2・ 3)

径。 または一辺 が 100の 内 外 の 円 ,

または方形 に礫詰 め され た もので,お

そ ら く土台石 を固定 す るための地突跡

とみ られ る。 その跡 は何イ固所 に も見 ら

れるが,建造物跡 を確 かめ るには不 十

分な残存状 態 であ った。

(4)柱穴群 (図 3)

調査 区域 の ほぼ中央部 か らゴヒ佃」に夕J

をお とす柱列 がみ られ るが,建造物 の

規模 を知 るこ との で きる もの ではない。

柱 穴 は径 50´-80の大 で, 形 は F可 形 と方

形 が あ り,内部 には多量 の木炭 を含 み ,

P3は 焼木 が, P2・ P4に は常 滑甕

片が周囲 に詰 め られ た状態 で出土 をみ
,

P5を 除 き掘立柱穴 とみ られ る もので ,

明 らか に火災跡 と認 め られ る もの であ

る。 P5は 内部 に火鉢 の大 きな破 片が

埋 め られてお り,柱 穴 とはみ られ ない。

その東側 は炭化 米 が検 出 され た所 であ

る。

(5)礫詰土拡 (図 2)

用地 の北 {員1,段 丘崖 の裾部近 くに発

見 され,南北 254∽,東西 190の ,深 さ

50",楕 円形 をな し,内部 に ぎっ しり

とジャ リを詰 め こんだ もの であ る。 こ
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図 4 開善寺境内配石遺構 Iの 2
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図 5 開善寺境 内酉己石遺構 Iの 3

の ジャ リの中に布 目瓦片,中世瓦片,中世陶器片が検出されている。礫詰土城 としたが, その性格 を十

分 に把握す ることはできなかった。 |

2. 遺 物

(l)開 善寺 に関連 す る遺 物 (図 6～ 9)  :

古常 滑 (図 6)の 破 片 は多 くみ られ,図 6の 1～ 6は 古常 滑の終 末期 ,織 田信長 の常滑窯 に対 す る禁

窯令 の で る直前の ダブガ脇様式 の典 型的 な もの であ る。室町時代後葉 に比定 され るこの段 階 では,国 縁

部 の折 りか え し部 分 が肥厚 して接着 して しまってい る もの であ る。 1・ 2は 壺形 , 3～ 6は 甕 であ る。

7の短 頸壺 は常滑 第一様 式 か ら第二様 式への過渡期 の鎌倉時代初期 の ものであ る:8は 底部 , 9～ 11の

押印 はいずれ も格子 日で,各時代 にみ られ る もの で編年 の基 準 にはな らない。常滑甕 片の大部分 は柱穴

の根石 の代用 として用 い ,ら れた ものであ るこ とが注 目され る。
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す り鉢 (図 7)の破片の出土 は多 く, これ らの
す

に時代の古 い とみるものに 1・ 2が ある。内面底部

に刻み 目をもたぬ鎌倉時代 に比定 できる古い様式 をもつ。 3～ 8は 室町時代後半 とみ るものである。い

ずれ も鉄泥 を塗 った程度の無釉 で淡灰黒色 を呈す。 1・ 2は 荒 い糸切 り底,無整形 または箆削 りの底部

縁 をなすのに対 し, 9～ 8は細かい糸切 り底の洗練 された底部縁 をな している。

良質な陶磁 片 (図 8)の 出土 も多い。青磁 には 1・ 2の 他 に小破 片数点があ り,い ずれ も良質 な舶載

品であ り, 2は 竜泉窯の輪花碗 である。 3は 平安期の灰釉陶器で東濃系,直接開善寺 に関連す るか は不

明 。

天 目茶碗,碗,壺,皿等 の破 片 は多 く,火 災 に よる釉 の変化 のみ られ る図 8の 9～ 10,13～ 16が あ り

釉 が とけ,景1げ て しまった もの も見受 け られ る。 4～ 7は天 目茶読 , 4は 口縁部 に くびれ を もつ古 い タ

ィプ。高台部 はみ られず, その時期 は決定 され ないが, 5～ 7は室町時代 後半 とみ られ る。壺 には 9・

loが あ り, 9は ~見須 恵器 とみ られ るが胎土 は瀬 戸周辺 とみ る陶算 で,釉 は二次変化 に よ り変色 し灰黒

色 を呈 し,内面 は赤 色 を呈 す。長 頸壺 とみ られ る。 10は 頸部 のみで その器形 は不 明 であ る。緑色の灰釉

で牙由の剥落 が 多い。月ヽ皿 には12～ 15が あ り,12は 炭化 米 と伴 出 し,13は 石列 よ り出土 , ともに緑色 の灰

釉 が 口縁部 のみ にた っぷ りかか り,他 は無米由とな る。 13は 糸切 り底 ,14・ 15。 16は 高 台 をもち, ともに

火災 に よる変化 を受 け,淡緑色の釉 の剥 落 がめ だつ。 16は 内面 に菊花印 をもつ。 17は 小形仁、花瓶 の台

部 ,涙緑 色の灰釉 がなな る。 18は 素焼 の小碗 ,胎土 は精選 されてい る。

ォロ シ皿 (図 6の 18～ 20)18・ 20は 大 きい。 19は 細 か いオ ロシロをもち, ともに糸切 り底 。 20は 白

ぽい胎土 で焼成 の あ ま り良 くない もの であ る。

火鉢 (図 7の 9)炭 化米出土のす ぐ南 (員」の ピッ トに埋め られた状態で出土。鼎状 をなす脚 をもち,

日径25.5の ,高 さ23.5の ,両側 に持 ち穴が付 き, この側面 に丸 と菱形の飾窓がつ く。赤褐色 を呈 し, 口

縁音陶ま横の刷毛 日,他は箆磨 きとな り, 内面 は粗雑 な整形 で,刷毛 目が施 され, 胎土 は砂質米占土のざら

ざらした面がみ られ る。

瓦 (図 9の 1～ 4) 1～ 3は 奈良時代の布 目瓦 である。 この期の布 目瓦 は開善寺境内西側の桑畑 よ

り多 くの出土 をみてお り, ここに古い寺院 l■Lの 存在が想定 されているな 今迄 に開善寺境内東 4員 1よ りの古

瓦の出土例 はない とされていたが,今次調査 によって初めて発見されたものであ り,い ずれ も灰色系の

平瓦片である。 4の丸瓦 は灰黒色 を呈 し,裏面 には布 目痕 をもつ。鎌倉時代 とみるもので,開善寺創立

期の もの と考 えたい。

硯 (図 6の 16・ 17)同 一個体の もの とみ られ,粘板岩製,材質の 目に対 して直角 な掘 りこみ をもつ

良質な ものである。赤色 を呈す るが,破片断面 は黒ぽ く,お そ らく火災による変化 を受 けた もの とみ ら

れ る。

茶 臼片 (図 6の 14・ 15) いずれ も茶 臼下 自の縁 の破 片,14は砂岩製 で内面 には漆 がぬ られてい る。

15は安 山岩 製 であ る。

古銭 (図 6の 12・ 13)12は 炭化米 と伴 出 した洪武通宝 (明 太宗 1368年 )で あ る。 13は 文字 の判読 が

で きない。

炭化 米 (図版 H)調 査 区域 の西端部 に約 2π ×1.8π の ほ ぼ楕 円形 の 範囲 に塊状 とな って出土 をみ

た もの であ る。

(2)古墳時代 の遺物 (図 10)

土師器 ・須 恵器・埴輪 。金環 ・鉄鏃等 の出土 をみてお り, これ らの 多 くは調査 区域 の東端部 よ りであ

る (図 10の 1～ 16)。  1・ 2は 円筒ltL輪 片で, 1は 焼成 の極 めて堅 く内外面 とも刷毛 目整形 がていね い
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に施 され てい る。 2は 口縁部 が開 くもの で,や や荒 い作 りであ り, 1・ 2と もに内面 に接着部 の指圧痕

をもつ。土師器 には 3の 碗形土器, 4～ 6の 高ま不形土器 があ り, 3・ 4は 内面黒色 であ り,鬼高 Π式 と

み る土器 であ る。須 恵器 には 7～ 11が あ り,砲 の破 片 とみ られ る。 9・ loは櫛描 きの波状文 ,11は 箆 が

き文 を もつ。 いずれ も胎土 。焼成 の良 い第二様 式 に比定 され る ものであ る。 12の 金環 は径 1.9の の 小 形

の もの であ り,外側 は剥 落 してい るが内 (員 Jに は全面 に金 が残 ってい る。 14は粘板岩製 の紡錘車 片 である。

鉄 鏃 15。 16は 尖根鏃 の鋒部 を欠 くもの であ る。

13は 径 2.8∽,厚 さ1.5物内外の円形 銅板 であ るが,時代的 に も, また何 であ るか につ いて も明 らかで

ない。

以上 の遺物 か らみ る と,かつ ては後期 の古墳 が あ り,開善 寺創建 期 に崩 され, ここに建 造物 が たて ら

れ た もの とも推定 され る。

17～ 19は 用 地外の南西側 の排 水工事 の際 に出土 をみ た土師器 であ る。 17は長 胴甕,18は 対 で頸部 を欠

く。 19は 壺形 とみ られ る。頸部 に連続 円文 が施 され てい る。 18・ 19は 鬼高 I式 , 17は 鬼高 II式 に比定 さ

れ る もの で,い ずれ も胎土,焼成 の精 良 な もの であ る。

(3)平安時代 の遺 物 (図 ‖)

須恵器 に 2の ナ不が ぁ り,糸切 り底,胎土,焼成 の良 くない竜丘地方産 の もの であ る。土師器 には 3の

高不形 土器 , 7・ 8の 甕形 片が あ り,国分 式 の もの であ る。 4～ 6の 皿形土器 は ともに胎土 。焼成精良

な もの で,糸切底 , 4は 内面 に も削 りとった整形痕 を もつ。 これ らは土師器 とい うよ り素 焼土器 とみ ら

れ る もので,時代 的 にはやや下 る もの と考 え られ る。

1は 瓦器 とみ る もの で,内 外面 とも黒色,胎 土 は精 良 で,精巧 な仕上 げで重量 は軽 い。飯 田地方 での

出土例 は稀 な もの であ る。

(4)そ の他 の遺 物 (図 12)

開善寺境 内 よ りは縄文 時代 中期 か ら弥生時代 の遺物 の表面採集 も多 く見 られてい る。今 次調査 で検 出

され た もの に,縄文 中期 では,図 12の 4の加 曽利 E式 土器片 1と , この期 とみ る 5・ 6の 打石斧が ある。

弥生 時代 の石器 に 1・ 2の 石鍬 と, 3の 有肩扇状形石器 の出土 をみてぃ る。

注 1  杉崎章

注 2  市村咸人
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めとまⅣ

1.調 査区域 は飯 田市考古資料館建 設用地 の40022の 小 範 囲 で あ ったが, ここには開善寺古 図 に よる梅

宅 軒跡 とな ってい る位 置 であ るこ とがわか った。遺構 には酉己石址 ,柱穴列等 が発見 され たが,そ の建造

物 を知 るには不 十分 な状 態の ものであ った。

梅宅 軒 は開善寺 におけ る七堂伽藍 の一堂字 で あ る。開善 寺創建 は鎌倉時代末,伊 賀良庄地頭北 条江馬

氏 に よるもの とされ るが,遺物 よ りみ る と鎌倉期 の丸瓦 ,古常 滑の第戸様式 か ら第二様式 へ の過 渡期 と

み る短 頸壺 が あ り,建造物 につ いての遺構 は,僅 か に残存 す る
嗜

石 か らと,配石遺構上部 に積 まれ た石

は,明 らか に土台石 とな っていた とみ る もの を集 め,火災後 の堂宇施 設 に使用 した と考 え られ,初期

梅宅 軒の堂字 は整 え られた建築 であ り,小笠原氏 に よる室町初期 の整備 された開善寺 の盛 時 を知 る手持ト

リといえ よう。

1499年 の火災後 の再建 につ いては明 らかな確証 をもてないが,1506年 の火災 に よる再建 につ いて は ,

1641年武 田晴信 の援助 に よって,速イ云和 尚 に よる復興 が なされた こ とは開善寺言己録 に よって明 らか であ

るが,調査結果 に よれ ば掘 立柱 の堂宇建 造 が な され た もの とみ られ る。織 田信長 の伊那侵 入 に よって山

門一字 を残 し焼払 われた痕 跡 は全面 に拡 が る木炭 と部分的 にみ られ る焼土,炭化 米の出土,柱穴 に残 る

柱 の焼 けた炭 にみ られ る。柱穴 に根石代 用 に詰 め られ た常 滑甕片 は,信長 の常 滑禁窯令直前 のダプが脇

様式 の典 型的 な もの であ り,そ の建 造時期 を知 る手推卜りで あ り,信長 に よる焼払 を実証 す る もの と受 け

とめ たい。

織 田信長 の焼払後 の開善 寺堂字 は小規模 の もの とな り,現在 の建造物 の多 くは山門 を除 き江戸 中期 ま

でに建 て られ た もの であ る。古図 に よる梅宅 軒跡 は畑 とな り,大平洋戦時 中水 田 とな った こ ともあ り,

平坦 に整地 が なされ, この た,め 十分 な遺構 を残 さなか った もの であ る。

2.調 査 区域 の南東隅 には,金環 ,埴輪片,土師器 の出土がみ られ, この周辺 に古墳 が存在 した とも

考 え られ,堂宇建 造 の際崩 され た もの とみ られ る。奈 良時代 の布 目瓦 片の出土 は僅 か であ るが,今 まで

は現 開善寺 西方 にのみ出土 され る といわれた もの であ り,奈良時代 の寺 院の存在 が開善寺 東側 にあ った

もの と予 想 され,平安 期 の遺物 も多 く発 見 され,す で に, この地 に鎌倉末 か ら室町初 期 に開善寺 が建 立

され る基盤 が あ った もの と受 け とめ られ る。

おわ りに,本次調査 にあたって調査主任遮那 藤麻 呂氏 の力 はあずか って大 き く,開善 寺 ご住職橋 本玄

進先生 ,顧問大沢和夫先生 ,県文化課今村善興 指導主事 の適切 な るご指導,助言 が あ り,調査 員 をは じ

め作業 にあた られ た地域 の方 々に深 く謝 意 を表 したい。

本報告書の作成 にあたらては,調査主任遮那の所見 をもとに佐藤が執筆,編集 した もので,遺構実測

は遮那,佐藤。遺物の実測・作図・写真 は佐藤があたった。遺構図の うちピッ ト内の数字 は,そ の深 さ

をのであ らわ してある。 また,遺物 は飯田考古資料館 に保管 している。
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図6 開善寺境内遺跡出土中世遺物 I(1:3)



‖

脇
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図11 開善寺境内遺跡出土平安時代遺物 (1:3)
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景全

遺跡全景 ― 東か ら 一

遺跡全景 ― 西か ら 一

考古資料館建築中の遺跡



遺構 と遺物の 出土

上部遺構全景 北か ら

下部遺構全景 北 か ら

上部遺構全景 南か ら

下部遺構全景  南か ら



酉己石 l■ Iの 2

酉レ百力止Iの 1

酉己7ゴ カ止Iの 3

礫詰遺構の上部



柱穴内の炭化物

常 滑片の詰め られた柱穴

柱穴内の炭化物

金環の出土

炭化米 と古銭 出土



III開 善 寺 古 図

古 図 全 景

古図 本堂,梅宅 軒跡



Ⅳ 発 掘 ス ナ ッ プ



に

飯 田市考古 資料館 の建 設 は県費補助 金 をうけて飯 田市 が事業主体 とな っ

て昭和 48年度 中 に完成 す る計画 で あ った。

建 設予定地 も 2,3ヵ 所上 ったが,最終的 に歴 史的 に も意義 の深 い開善

寺境 内 に土地所有者橋本玄進 氏 の承諾 を得 て建 設す る運 び とな つた。

た また ま該 当地 が開善寺境 内遺 跡 として登 録地 であ つたの で,着工 前 に

発掘調査 を して記録保 存 す るこ ととし,飯 田市教 育委員会 の主管事 業 とし

事業 費 は全額市費 で対象面積 500m2を 実施 した。

調査用地 内 には開善寺 の梅林,川 路老 人 クラブの苗木圃場 な どあ り,移
植 す る時期 も悪 い ときであったが,関係 者 の深 い理解 の もとに調査 活動 が

支障 な く進 め られ,調査 団長佐藤甦信 ,主任遮那 藤麻 呂,調査 員今 村正 次

,片桐孝 男各氏の終始献 身的 な尽 力 と大沢和夫,今村善興両 氏 の指導助 言

に よ り調査 を完 了す るこ とが で きた こ とに対 し深 く敬意 を表 す る と共 に,

中央 自動 車道通過予定地 を主体 として各所 で行 った埋文調査 の結果発掘 さ

れた膨大 な出土品 を,展示,収蔵,学術研 究 す る場所 としての資料館建 設

地 が,遺跡 で あった こ とに何 か この調査 の意義 を感 ず る ものであ る。

日召禾口49`年 3月

飯 田 市 教 育 委 員 会

社 会 教 育 課

り



開 善 寺 境 内 遺 跡

発 掘 調査 報 告 書

1974.5

長野県飯田市教育委員会

印刷 飯 田市)邑 り町 1(株)秀 文 村




